
 

 

 「生涯学習」は、学校教育や社会教育、文化活動、ス

ポーツ活動、レクリエーション活動、ボランティア活

動、企業内教育、趣味など、人々が生涯に行うあらゆる

学習のことで、様々な場や機会において行う学習の意

味で用いられます。生涯学習のイメージは、次のように

なります。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

河内教育事務所管内 ふれあい学習・生涯学習に関する情報紙 

 

 

 

 

 

 

 

  今回は上三川高等学校兼宇河地区小中高ＰＴＡ連絡会 

 奥谷 誠 会長にＰＴＡ活動に関するインタビューをしま 

したので、お伝えします。 

奥谷会長は、小中高ＰＴＡ役員として、延べ１５年間 

（うち会長職３年）ＰＴＡ活動に携わっております。奥 

谷会長が話された内容の概要は次のとおりです。 

「学校の先生が１分１秒でも長く子どもたちと接するこ 

とができるように…」、ＰＴＡ活動を行う際、意識して 

いることです。学校種によりＰＴＡの活動内容は異なり 

ますが、「子どものために」を念頭に、楽しみながら活 

動を行ってきました。 

また、ＰＴＡ活動を通して、学校の先生や保護者、地 

域の人とのつながりができ、自分自 

身の視野が広がったと強く感じてい 

ます。 

ＰＴＡ活動は、子どものためだけ 

でなく、大人のためにもなっていま 

す。皆さんも、ＰＴＡ活動に顔を出 

してみてはいかがでしょう。 
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わたしの「ＰＴＡ活動」 

 

 

○宇河地区小中高ＰＴＡ連絡会研修（ＰＴＡ指導者研修Ⅱ）中止 

 10月30日(金) 

○地域連携教員・地域教育コーディネーター研修 

「今、求められている学校と地域の連携・協働とその中で果たすべき自らの役割」 

宇都宮大学地域デザイン科学部 准教授 石井 大一朗 氏 

11月13日(金) １４：００～１６：００ 河内庁舎 

○社会教育主事ステップアップ研修Ⅰ兼生涯学習研究会研修Ⅲ 

「社会に開かれた教育課程の実現に向けた社会教育主事有資格者の役割」 

一般社団法人とちぎ市民協働研究会 代表理事 廣瀬 隆人 氏 

12月17日(木) １４：００～１６：００ 河内庁舎 

○ふれあい学習ネットワーク兼地域実践交流会 

 兼生涯学習研究会研修Ⅳ 

「人が集まるステキな講座・チラシの作り方」（仮） 

 ＮＰＯ法人男女共同参画おおた 理事長 坂田 静香 氏 

 ２月４日(木) ９：４５～１２：００ 河内庁舎 

 

※ 栃木県新型コロナウイルス感染症に係る県主催イ

ベントの開催基準を鑑み、研修を中止にする場合が

あります。ご了承ください。 

 

今後の研修開催の有無を決定します。ご了承ください。 

 

  

ふれあい学習に関する情報をお待ちしています。 
生涯学習に関すること、学校と地域の連携・協働に関すること、社会教育主事（有資格者）として頑張っている 

○○さん等の情報をお寄せください。 

河内教育事務所ふれあい学習課 ＴＥＬ 028-626-3183  E-mail : kawachi-fureai@pref.tochigi.lg.jp 

今さら聞けない、「生涯学習」って!? 今後の研修予定（令和２年度後期） 

文化事業紹介 とちぎ未来大使｢夢｣講座 

生涯学習 

家庭教育（生涯学習の原点） 
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 ｢夢｣講座は、県内外で広く活躍する｢とちぎ未来大

使｣を講師として、中学校時代の経験や、目標を持ち、

その目標を達成した過程を講話や実演、交流等を通し

て中学生等に伝え、中学生等に｢夢｣を持たせ、考えさせ

る機会を提供する事業です。 

河内地区で今年度初となる｢夢｣講座が、フランスや

ドイツで修行を積み、芸術的なフランス料理を提供す

ることで有名な音羽 和紀 シェフを講師に迎え、｢『想

い』がつなぐ人、夢、未来｣と題し、国本中学校で実施

されました。 

生徒は、真剣に音羽シェフの話に聴き入り、｢夢は持

つだけでなく、かなえるためにどう行動すべきかを考

えることが大切だと分かった。｣｢職業に就けば夢がか

なったと思うのではなく、次世代の子どもたちに、その

夢に対する想いを伝えたい。｣ 

などの感想をもちました。そし 

て、｢夢｣の実現に向け努力する 

ことの大切さをあらためて認識 

する良い機会となりました。 

 

 


